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１．新書の執筆について 
 前回の委員会では、以下の点が決まっている。 

・ 教科書といっても、重たいものは需要がないので、新書的なものにする。 
・ 内容は、全体を基礎・事例にするか、項目ごとに分冊にするか検討の余地がある。 
・ 新書編集ｗｇを募って活動をはじめる。メンバーは、当面、委員長・副委員長・幹

事・上野 wg長・佐々木（寧）wg長・太田HP担当で始める。 
・ 新書を出す場合には、シンポなどは開かない。 

 

 なお、次の点についても検討を要する。 

・ 新書を出す出版社の選定 

・ 新書の目次：大筋は以下のような項目となると考えられる。 

1. 斜面国日本 

2. 斜面の災害 

3. 斜面における構造物 

4. 斜面にみる生物 

5. 斜面との生活 

6. 斜面国日本と安全 

・ 新書の執筆者 

・ 新書編集ＷＧの開催 

 委員長が取りまとめ役となり、基本的にはメール審議も交えて次回委員会にたたき

台を出すこととしたい。 

・ 新書の出版予定 

 

 

２．新書以外の成果 

 新書以外に何か成果を出すか？ 


